






【要約】新生児濾紙血のセルロプラスミンの測定を ELISA 法にて行なった。1,143 例の測

定を行い、セルロプラスミン値は 17.9±5.6 ㎎/dl(平均±標準偏差)であった。8㎎/d1 未

満は 9 例(1%)で、5.4 ㎎/d1 が最低であった。低値例と出生体重との相関はなかったが、

採血から測定までの日数は長い傾向があった。濾紙血検体の郵送による安定性を検討する

ため、秋田大学周産母子部で採血した検体につき、通常の郵送ルートと採血後ただちに一

20℃に冷凍保存した濾紙血につき比較検討した。郵送によりセルロプラスミン値の低下が

認められたが、有意ではなかった。以上より現行の先天性代謝異常症スクリーニングと同

様な郵送濾紙血によるマス・スクリーニングの可能性が示唆された。


